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2020-2021 ライオンズクラブ国際協会会長 ジュンヨル・チョイ 

テーマ  「 Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 」 

2020-2021 ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区 

スローガン「 Service Activity is the key to Lions Clubs 」 

2020-2021           ３36-Ａ地区ガバナー  酒井公一 

スローガン「 誇り・進化・輝く未来に ウィサーブ 」 

キーワード「 会員ファースト 」 

2020-2021  西条ライオンズクラブ第 60代会長  宮崎英明 

スローガン「 感動で 一つの心 Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 」 

キーワード「 絆 」 

 

さよならセレモニー「ありがとう西条ＬＣ旗争奪野球大会」 実施報告 

                                  青少年・LCIF・ライオンズクエスト委員会 永易修治 

                                                 

 

2005年第 1回大会より 14年もの間、別名「ライオンズ 

カレー大会」とも呼ばれ愛されてきた「西条ライオンズ旗 

争奪西条クラブ招待野球大会」が惜しまれつつも幕を閉じ 

ることとなり、最後の子供たちとの記念事業として、「さよ 

ならセレモニー」が無事に実施されましたので、ご報告いた

します。3月 27日（土）西条小学校運動場にて、早朝より 29名のメンバーに、カレー準備、応援、野球試

合、ストラックアウト、ホームラン競争など、それぞれの各持場で子供たちのために参加していただきまし

た。 

 試合終了後全員での記念撮影では嬉しいことに、この 4月に高校へ進学した 2017年第 13回大会で

西条クラブスポーツ少年団として最後の優勝を果たし見事にこの西条ライオンズ旗を手にした優勝メン

バー7人も、飛び入り参加してくれました。 

 子供たちとの野球試合では、メンバーの本気度 MAX のハッスルプレーにより、試合前のコールド負け

の予想を大きく裏切り、7回 1対 1の引き分けという好ゲームとなりました。 

また、試合後の美味しそうに楽しそうにライオンズカレーを食べる子供たちの笑顔を見て、本当に良かっ

たと思いました。 

 また、記念品として折り畳み式長椅子（4 人掛け）を 5 脚、贈呈させていただきました。閉会式での西条

クラブのキャプテン挨拶では、ライオンズカレーとこの大会の思い出を語ってもらい、大変、感動いたしま

した。 

 後日にはお礼として、参加した西条クラブの子供たち全員からの感謝のお手紙もいただき、子供たちと

父母の方々からも多くの感謝の言葉をいただきました。 

 このように、企画、事前準備、当日と携わっていただいた皆様のお陰を持ちまして、大変素晴らしい最後

の記念事業になったと思います。厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 



                       

 

      西条ライオンズクラブ旗争奪西条クラブ招待野球   第１５回大会開催！！ 

 古豪 西条 LC 対 期待の新鋭 西条クラブ 
～両者一歩も譲らず、好/珍プレー続出～  

‟ 14年の歴史に幕を閉じる “  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西
条
Ｌ
Ｃ
マ
ド
ン
ナ 

 

チ
ー
ム
の
ピ
ン
チ
を
救
う 

 

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
新
聞 

西
条
Ｌ
Ｃ
ベ
ン
チ
に
は
、
宮
﨑
監
督
が
前

の
め
り
に
座
り
、
選
手
に
細
か
く
指
示
を

出
し
、
西
条
ク
ラ
ブ
の
好
投
手
を
な
ん
と

か
打
ち
崩
そ
う
と
熱
く
采
配
を
振
る
い
ま

し
た
。 

Ｌ
Ｃ
選
手
も
ベ
ン
チ
か
ら
大
き
な
笑
い
声

を
上
げ
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を
付
け
ま
し

た
。
２
０
０
５
年
よ
り
開
催
さ
れ
た
名
物

大
会
も
惜
し
ま
れ
な
が
ら
第
１
５
回
を
も

っ
て
廃
止
が
決
ま
り
、
永
年
の
夢
で
あ
っ

た
両
チ
ー
ム
の
対
戦
を
実
現
す
る
こ
と
で

一
旦
、
こ
の
事
業
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
に
残
る
名
勝
負

に
白
星
を
つ
け
よ
う
と
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
老
若
男
女
、
子
供
た
ち
を
相
手
に
本

気
モ
ー
ド
全
開
！
そ
ん
な
大
人
達
を
優
し

く
見
守
る
相
手
チ
ー
ム
の
選
手
児
童
達
、

昨
年
よ
り
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
窮
屈
な
生

活
を
強
い
ら
れ
、
我
慢
、
我
慢
の
日
々
に
、

心
が
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
こ
の
社
会
の

中
に
も
、
明
る
い
未
来
を
感
じ
る
、
優
し

い
社
会
が
見
え
て
く
る
、
そ
ん
な
一
日
に

な
り
ま
し
た
。 

西
条
Ｌ
Ｃ
名
物
「ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
レ
ー
」
を

振
舞
う
実
働
部
隊
、
「チ
ー
ム
花
山
」も
約

２
年
ぶ
り
に
会
場
集
結
、
永
年
皆
に
愛
さ

れ
た
カ
レ
ー
を
今
回
は
８
０
人
前
程
、
思

い
出
に
浸
り
な
が
ら
愛
情
た
っ
ぷ
り
込
め

て
作
り
ま
し
た
。
５
０
０
人
越
え
の
子
供

た
ち
の
「
美
味
し
い
」「お
か
わ
り
～
」と
笑

顔
で
ほ
お
ば
る
光
景
が
懐
か
し
く
、
思
い

出
せ
ば
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事

業
で
培
っ
た
経
験
を
礎
に
、
ま
た
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
事
業
進
化
を
遂
げ
ま
し
ょ

う
。 

三
密
厳
守
！
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
守
っ
て
も
、
メ
ン
タ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に

は
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
事
を
は
っ

き
り
と
感
じ
た
事
業
に
な
り
ま
し
た
ね
。

や
っ
ぱ
り
何
で
も
一
緒
に
苦
労
し
、
楽
し

む
事
が
一
番
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西
条
Ｌ
Ｃ
旗
争
奪
西
条
ク
ラ
ブ
招
待
野
球
大
会
を
顧
み
て
・
・・ 

               
 
 
 
 
 
 
 
 

記
憶
に
残
る
、
感
動
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
し
た 

開会式 

1500食分のカレー作り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西条クラブ児童代表（キャプテン）御礼の言葉 

 

僕は小学２年生の時に入団したので、西条招待を

一度しかやっていません。野球のルールも解らな

い時に、具だくさんのカレーが美味しくて、ライオ

ンズの人が「おかわりは３杯までいいよ」と言って

くれたことをよく覚えています。 

僕の兄がキャプテンをしていた時、雨の中、クラレ

グランドで開会式をしました。いつもなら兄は周

りで団旗を揚げている方だけど、西条招待では、

たくさんのチームの団旗の真ん中で選手宣誓をし

て、格好いいと思いました。 

西条招待が無くなるのは本当に悲しい事ですが、

本日は僕たちのために、このような会を開いてい

ただいて、本当にありがとうございました。 

これからも野球を頑張っていきますので、応援よ

ろしくおねがいします。 



 

 

          

 

 

 

 

           

                                             

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

知事在任期間：1893 年（明治 26）10 月 26 日～1896 年 3 月 14 日 

幼名：光太郎、通称：五助又（西條藩士）は久太郎（紀州藩士）

生年月日：1829 年 8 月 18 日 

      没年月日：1910 年 12 月 11 日（81 歳没） 

 

歴史に名が残る西条市出身者として、十河信二、眞鍋嘉一郎、関行 

男、朝潮太郎、伊藤五百亀、大倉粂馬など数多く人物が浮かびます 

が、西条出身者で歴史上の坂本龍馬と接点を持ち、第 13代東京府

知事になった「三浦安」という人物もぜひ記憶にとどめたい。 

 

「三浦安」は、文政１２年（１８２９）８月１８日、紀州藩徳川家支藩の伊予西條藩家臣・小川八兵衛の長男

として生まれ、幼名を光太郎又は五助（西條藩士）と名乗る。（坂本龍馬より、6歳年上） 

「千種善左衛門（※①）」の奥方が、風伯神社祭礼の日に参詣の帰路、魚屋町で大勢の子供らが遊んで

いた中に色の白い身体の大きい七～八歳の少年が、大勢の友人を指揮するその采配ぶりが奥方の

目に留まり、その少年の案内で母親を訪ね事情を聴くと、「小川八兵衛」（※②）のお屋敷に奉公して

いた女中が産み育てていた「光太郎（通称：五助）」（※③）であった。 

その後、奥方は夫・善左衛門と協議してその母親を説き伏せ、五助（8歳)をわが家に引き取った。千

種夫婦は、優れた資質と好奇心旺盛な五助の将来に望みをかけ、江戸に遊学させようと西條藩儒山

野・安井などに学ばせ、のちに西條藩から派遣されて嘉永３年（1850）から安政元年（1854）まで

の５年間、江戸の昌平坂学問所で漢学を学び、天下の士と交わったようである。 

その後、帰郷した五助は千種夫婦が斡旋して安政 2年（1855）に三浦家の養子となり継ぎ、千種善

左衛門の推薦を得て翌 3年（1856）から文久２年（1862）の７年間、「三浦久太郎」と名乗り西條藩

の郡奉行の要職に就き民政の刷新に手腕を振った。  

※① 千種善左衛門（ちぐさぜんざえもん）は、西條藩筆頭御留守居役と奉行を兼任する。 

※② 千種家と小川家（四軒町）とは、筋向いであった。 

※③ 五助は、実は小川八兵衛が魚屋町から来ていた女中に産ました子供であった。 

※「四軒町」の町名は、東側の四重臣の武家屋敷「神保・小川・宇治村・三宅」が４軒あったことに由来する。 

 

三浦久太郎は、西條藩 9代藩主松平頼学（※④）の六男・松平頼久（※⑤）が、本家紀州藩の家督を継

ぐと随行して紀州藩に移り紀州藩附家老水野忠央の懐刀として 14代目将軍継嗣問題で一橋家を

排除して、南紀派の勝利に貢献し紀州藩 13代藩主・（※⑥）徳川慶福（のちの１４代将軍）擁立に成功

し能力を認められ、元治元年（1864）主家である紀州藩に取り立てられ転籍した。 

慶応３年（１８６７）当時、「紀州藩京都朝廷詰公用人」という役にあった三浦久太郎（安）は、公武合体

派の中川宮の信頼を得て佐幕派として京都の政界で幅を利かせるようになり、６月の大政奉還の際

には紀州藩家老名代として二条城に登場しています。 

※④ 松平頼学（よりさと）は、西條藩 9代藩主で西條藩 6代藩主となった松平頼謙の曾孫である。 

 

 

～ テーマ ～ 

伊予西條（藩）の記憶 

みうら やすし 

十三代東京府知事 三浦 安 



 

※⑤ 松平頼久（よりひさ）は、紀州藩（最後の）第 14代藩主・徳川茂承（もちつぐ）で、 

西條藩主松平頼学の６男で、西條藩江戸上屋敷で誕生する。西条 10代藩主松平頼英は弟。 

※⑥ 徳川慶福（よしとみ）は、紀州藩 13代藩主でのちの江戸幕府第１４代将軍徳川家茂となる。 

 

「近江屋事件」、慶応 3年（1867）11月 15日、京都四条河原町の旅館「近江屋」において土佐海援

隊の「坂本龍馬」と陸援隊隊長「中岡慎太郎」が何者かに暗殺された。坂本龍馬の死を知った海援隊士

たちが最初に疑ったのが、「いろは丸」（※⑦）の賠償問題で恨みがあったとされる三浦久太郎（安）が

第一の容疑者として狙われることとなった。「いろは丸事件」とは、龍馬が暗殺される約半年前の慶応

３年（１８６７）４月２３日深夜に起きた龍馬率いる海援隊の汽船いろは丸と紀州藩の大型汽船・明光丸

が瀬戸内海讃岐沖（鞆の浦）で衝突する事件ですが、このとき龍馬は御三家紀州藩との談判で一歩も

引かず、万国公法（国際法）を盾に金塊や武器弾薬などの積荷分、８万３，５２６両１９８文（※⑧）の損

害賠償を要求し（約２５億円～４２億円に相当）、その後後藤象二郎の協力も得て龍馬は、この日本最

初の海難審判に全面勝利し、その後、紀州藩からの減額交渉があり、紀州藩が海援隊に賠償金７万両

を支払うことで決着を見るのですが、その７万両が土佐商会（※⑨）に支払われたのが 11月 7日の

ことだった。 

※⑦ いろは丸‥伊呂波丸｜伊予大洲藩から借りていた英国製蒸気船。平成に入ってからの海底のいろは丸の 

潜水調査では、龍馬の主張した武器類は見つかりませんでした。 

※⑧ 江戸時代後期の１両は、現在の価値に換算すると３万円～５万円です。 

※⑨ 土佐商会‥土佐藩が経営する長崎の商社で、この当時、海援隊を管理していた。  

 

暗殺事件にからみ紀州藩京都朝廷詰め公用人「三浦久休太郎（安）」が、新選組を教唆したとの疑いか

ら龍馬が暗殺された１１月１５日から約３週間後の慶応 3年１２月７日夜、陸奥陽之助ら海援隊・陸援

隊士総勢 16名が、三浦久太郎（安）、新選組隊士らが京都油小路通り花屋町の旅館「天満屋」2階に

て酒宴を行っていたところを襲撃した。この乱闘で、三浦休太郎（安）は眼の下から頬を３寸程斬られ

たのみで、襲撃されるや西條藩士・新名喜三郎が助けて屋根伝いに逃げのびた。この襲撃で 1階を守

っていた西條藩槍術指南役の佐波兼明（さなみかねあき｜３３歳）・と三浦の若党藤左衛門（新名喜三

郎）は楼下に在りしが、槍傷を受け西條藩士ら 3名殺され、新選組からも１名死者が出た。これが世に

言う「天満屋騒動」である。 

   ※  紀州藩主は、西條藩主・松平頼英の弟の松平頼久で、紀州家を継いで徳川茂承と改めていた。 

    ※  茂承は、京都守護職・松平容保（会津藩９代藩主）に談じて新選組の近藤勇に三浦久太郎の護衛を依頼した。 

 

戊辰戦争が勃発すると三浦久太郎（安）は、一時捕縛されたが間もなく釈放されて明治政府に出仕し

た。明治維新後は諱である「安」を名乗り、大蔵省官吏、元老院議官、貴族院議員を務め、1890年

10月 20日、錦鶏間祗候となる。第 13代東京府知事となるが淀橋浄水場をめぐる疑獄事件から不

信任を決議され、知事を解任された。知事解任後は、宮中顧問官などを歴任した。また香瀾という雅

号もあった。 

明治 43年（1910）１２月１１日に、脳溢血により青山の自宅にて 81歳で死去した。 

 

※参考文献： 

「三浦安について（西越栄次郎）」「西条市誌（西条市）」「西条人物列伝（西條郷土史研究会）」 

「西条今昔抄（久葉玄之）」「南紀徳川史」「えひめの記憶（愛媛県生涯学習センター）」他 
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  〒793－0027 愛媛県西条市朔日市７７９－８ 

                     西条商工会館３Ｆ 
           TEL(0897)56－3980   

        FAX(0897)56－9251 

      Ｅ－mail     saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 
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    facebook    http://facebook.com/saijo.lions/ 

新型コロナウィルス感染症と聞いて、もう一年以上過ぎました。いつもの様に季節は移り変わり、

春爛漫と一斉に咲きほこった桜が散り、花々が春を告げたにもかかわらず、相変わらず自制、自粛、

短縮という世の中です。ライオンズクラブの活動もその中で出来る事を行ってきました。しかしなが

ら色々な事業が中止、延期になり、活動は制限され、新型コロナは変化し、まだまだ拡がりをみせ収

束が見えないなか、次期に移ろうとしています。  

次期の舵取りもコロナ禍のなか大変ですが、長い長いコロナトンネルですがいつかは抜けるでしょ

うから、その時までクラブメンバーは創意工夫で活動し、コミュニケーションを取りながら一丸とな

って乗り切りましょう。 

ＭC・ライオンズ情報・地区誌・大会参加委員  寺川治美 

編集後記 

ほのぼのシリーズ 

[ わたしの好きなもの ] 

          Ｎo．２８ 二瓶大介 

①好きな食べもの 

  焼き肉に白飯 

②好きな本 

  「極北に駆ける」植村直己 

③好きな音楽   

ゆる～いボサノバ 

④好きな車 

  軽のキャンピングカーが欲しい 

⑤好きな場所 

  走りやすくて眺望の良いトレイルを 

探しています。 

【思い出の一枚】 

学生時代の相方（一番左）と沖縄以外は 

ほぼ全国走破 

例会日   毎月 第１・第３火曜日（12：30～13：30） 

例会場   西条商工会館 

発 行   西条ライオンズクラブ事務局 

印 刷   プリントワールド ONO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西条ライオンズクラブ 

      会員募集中！ 

 

◎ライオンズクラブとは 

 世界最大の社会奉仕団体のことです。 

 世界で約 210の国または領域にあり 46,000を超 

えるクラブが存在し、135万人以上の会員がいま 

す。あなたも世界の一員になりませんか。 

 

◎西条ライオンズクラブは 

国内で 334 番目、愛媛県下では 9 番目のクラブとして

結成されました。「We Serve～我々は奉仕する～」を

合言葉におなじ志をもつ仲間同士が集まって奉仕活動

を行っています。 

人の為に、社会の為に、一人ではできないことを、出会

いを通して集まった会員が力を合わせて、それぞれの地

域において社会奉仕に貢献していこうという団体です。 
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